
科目

① 自然と人間生活との関わりおよび科学技術と人間生活との関わりについての理解を深め、科学的に探
　究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付ける。
② 観察・実験などを行い、人間生活と関連付けて科学的に探究する力を養う。
③ 自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探求しようとする態度を養うとともに、科学に対する興味・
　関心を高める。

令和５年（２０２３年）度　年間授業計画表

学年 1 科・系 全学科 単位 2 教科 理科

第Ⅳ章　地球や宇宙の科学
　第１節　自然景観と自然災害
　第２節　太陽と地球

２
学
期

第Ⅱ章　生命の科学
　第１節　ヒトの生命現象
　第２節　微生物とその利用

第Ⅲ省　熱や光の科学
　第１節　熱の性質とその利用
　第２節　光の性質とその利用

１
学
期

第Ⅰ章　物質の科学
　第１節　材料とその利用
　第２節　衣料と食品

科学と人間生活

学習目標

単元と内容

使用教材
教科書： 高等学校 科学と人間生活（第一学習社）
副教材： ネオパルノート　科学と人間生活の学習ノート（第一学習社）

評価の観点

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む
態度

評価の趣旨

さまざまな自然現象について基礎的な知識を身に付ける。
理科の見方・考え方を習得し、見通しをもった観察や実験方法を身に付ける。

③

②

①

身の回りの事物・現象を地球規模の環境まで視野に入れ、科学的、多面的、総合的に表
現できる。観察・実験より、結果や考察を科学的に相手に伝えることができる。

自己肯定感　主体性　生命　他者理解　協調性

知識技能　社会貢献

置賜農業
育てる能力

〇定期テスト（年４回）
〇小テスト
〇授業プリント
○問題演習
○実験操作
〇レポート

〇定期テスト（年４回）
○問題演習
〇レポート
〇発表

評
価
方
法

③②①

７０
　

　　　　　時間

・身近な自然景観の成り立ち
・自然災害と防災
・太陽と地球、太陽と人間生活

・遺伝子とDNA、遺伝情報の発現
・血糖の調節
・生体防御
・微生物のはたらきとその利用
・光や熱の性質とその利用

・金属やプラスチックの種類、性質及び用途
・さまざまな資源の再利用
・衣料材料の性質や用途
・食品中の主な成分の性質、食のバランス

○定期テスト（年４回）
〇授業態度
○授業プリント
〇振り返りシート
〇発表
○実験
○課題（宿題）

年間時数

予定

1単位＝３５H

さまざまな自然現象について意欲的に理解しようとし、科学的な見方や考え方ができる。

評　価

３
学
期


